
感染リスクを下げながら会食を楽しむ工夫を！

▋感染リスクが高まる「５つの場面」に注意しよう！

▋感染リスクを下げながら会食を楽しむ工夫を実践しよう！
 飲酒をするなら、①少人数・短時間

②なるべく普段一緒にいる人と
③適度な酒量で 楽しもう！

大声・大人数・長時間

 体調が悪い人は参加しない！

感染リスクが高まる「５つの場面」 URL
https://corona.go.jp/proposal/
← 詳しくはこちら！！（内閣官房HP）

（例）
換気

手指消毒
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 会話する時はマスク着用！
 箸やコップは使い回さない！
 席は斜めに座ろう！
 ガイドラインを守る店を選ぼう！

政府は、新型コロナ分科会の提言を受け、短期間（３週間程度）に現在の感染状況を
沈静化するためには、政府や自治体、更に一般の人々や事業所も含め、社会全体が共通
の危機感を共有し、現在の状況に一丸となって対処することが重要と位置づけており、
その際の注意すべき具体的なポイントは以下のとおりとなっています。



検索２年度ワーク 九州食育のひろば

令和２年１１月１５日（日曜日）、市民会館シアーズホール夢ホール（熊本市中央
区）において、食に関する意識を高め、健全な食生活の実践を促すことを目的として食
育ワークショップを開催しました。講話や食育落語による問題提起について、参加者が
グループで意見交換しながら、楽しく、分かりやすく食育を学んでいただきました。

●活発に意見発表する参加者

～あなたの体はあなたのモノだけど、あなただけのものじゃない!!～

●参加者を引き付ける西日本新聞社の
佐藤弘記者

●落語で楽しく問題提起する福々亭金太郎氏

アンケートでは、ワークショップに参加しての感想を、漢字2～４文字で表していただ
きました。「反省」「食崩壊」「感謝」「医食同源」「食農環境」「再認識」など。
また、「最近の２０代のリアルな食生活の乱れを痛感した。」、「食に興味のない人達
にどう伝えていくかが大切で難しい。」など、貴重なご意見もいただきました。
多数の方にご参加いただき、ありがとうございました。

●参加者もみんなで一緒に考える会場

※詳しい内容については、九州農政局
ホームページをご覧ください。

（お問い合わせ先）
農林水産省九州農政局消費・安全部消費生活課
〒862-8527熊本市西区春日2-10-1
TEL 096-211-9111（代）内線4214 FAX 096-211-9700

みんなで
一緒に
考える


